
オリンピック・パラリンピック暑熱環境測定事業 

測定データに関する注意事項 

環境省 水・大気環境局   

大気環境課 大気生活環境室 

1. 暑さ指数とは？ 

 暑さ指数（WBGT（湿球黒球温度）：Wet Bulb Globe Temperature）は、熱中症を予

防することを目的として 1950 年代にアメリカで提案された指標です。人体と外気との

熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で、労働環境や運動環境の指針として、ISO

等で国際的に規格化されています。  

 具体的には、人体の熱収支に与える影響の大きい ①湿度、②日射等からの輻射熱

（黒球温度）、 ③気温の３つを取り入れた指標で、以下の算出式で求められます。単

位は気温と同じ摂氏度（℃）で示されますが、その値は気温とは異なります。 

 【算出式】 

暑さ指数（WBGT）（℃）＝0.7×湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×乾球温度     

湿球温度：空気の乾いている度合いを表わす温度で、湿ったガーゼで温度計の表面を

覆い、風通しの良い状況で測定。ガーゼの水分が蒸発する際に熱を奪い

温度計を冷やすので、空気が乾いているほど気温より低い値になる。 

黒球温度：表面が黒色で中が空洞の銅球（直径約 15cm）の中心温度。日射・輻射で

温められ、風で冷却される。 

乾球温度：気温のこと。 

（参考）環境省熱中症予防情報サイト（https://www.wbgt.env.go.jp/） 

2. 今回の測定について 

・測定方法  

 標準点における気温、湿度及び黒球温度は、気象庁

長官の登録を受けた登録検定機関が行う検定に合格し

た温度センサー、湿度センサーを用いて測定しまし

た。 

 具体的には、日当たりのよい草地の地上約 1.5ｍの

高さに設置した直径 15 センチメートルの黒球温度計

（写真右）、自然通風シェルターに入れた湿度計（写

真中央）及び温度計（写真左）により、それぞれ黒球

温度、湿度、気温を測定しました。 
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・暑さ指数の算出 

 暑さ指数の算出式の乾球温度は温度計の値を、黒球温度は黒球温度計の値をそのま

ま用い、温度計の値と湿度計の値から湿球温度を算出し、これら 3 つの値から前述の

算出式により暑さ指数を求めました。 

 暑さ指数は周囲の環境の影響を受けるため、地面がアスファルトの場所はより厳し

い、日陰ではすごしやすい値になるなど、競技場の中でも場所により異なります。 

3. データの見方  

・測定データの Excelの各列には以下の内容が記載されています。 

Ａ ～ Ｃ 列：観測年月日 

Ｄ～ＡＡ列：毎正時の測定値 

ＡＢ､ＡＣ列：日最高値※１及びその値を記録した時刻※２ 

ＡＤ､ＡＥ列：日最低値※１及びその値を記録した時刻※２ 

 

※１：日最高値、日最低値については１分毎のデータを使用しています。なお、1 日

は 0:01～24:00 としております。 

※２： 1 日の間に、日最高値又は日最低値と同じ値を複数回記録した場合には、最後

に記録した時刻となります。 

例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ列９行より、 

●●●周辺における 2021 年 7 月 7日午前 7 時の暑さ指数（ＷＢＧＴ）：23.9℃ 

ＡＢ､ＡＣ列９行より、 

●●●周辺における 2021 年 7 月 7日の日最高暑さ指数（ＷＢＧＴ）：29.7℃（13：26） 

 

 

 



暑さ指数を用いた指針 
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